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1. 日 的

地震時における地盤と構造物の相互作用を観測するこ

とを目的として,塔状構造物 (応答観測塔と呼ぶ)を設

置した.応答観測塔は直径5m,高さ12.5m (地下2.5

孤,地上10m)の鉄筋コンクリート造であり,重量は上

部構造98t,地下構造86t,総重量184tである.規模の

概略と外観を図1および写真1に示す.地下側壁の効果

の調査や理論解析との接続等を考慮し,ほぼ円形プラン

をもつ,地下室付きの塔状構造物とした.地震時におけ

る収録データとしては加速度と土圧を選び,総計64成分

の観測を実施している.

敷地内の地盤性状,地質構成,建設に先立って行った

平板載荷実験の結果,土圧計の設置用治具,起振機実験

結果(地中部分と1階床板の完成時点で実施)､等は文献

1)で既発表である.観測地区内におけるせん断波の伝搬

速度などを図2に再録する.2)

応答観測塔による地震時観測は1983年 8月から開始

しており1984年 7月31日までに25回の地震に対して
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図1 応答観測塔の規模
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データ収集を行っている.ここでは､3月6日11時19分

3秒に発生した地震(震央位置 :北緯29.28,東経139.8,

深さ:460km,マグニチュード:7.9,震央距離 :692

km)時の応答結果に限定して報告する.
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図2 地盤性状












